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時的な TEER の変化の観察はその一助となりうると考えられる．  
申請者は,炎症性サイトカインによる TEER の変化を経時的に評価するために, リアルタイムに
TEER を測定・記録できる装置を用いて，バリア機能障害を惹起する物質に対する小腸上皮モデル





皮モデルにおいて IFNによる TEER の低下(バリア機能障害)には一定の時間(lag phase)を要するこ
とが明らかとなった．水溶性食物繊維であるpartially hydrolyzed guar-gum (PHGG)の添加により，IFN
刺激による TEER の低下は抑制されないものの，FD4 の透過率の上昇は抑制された．これらの変化
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